
八 丁 道

高岡
古城公園
【高岡城跡】
（国指定史跡）
（日本100名城）

日本三大仏
高岡大仏
（市指定文化財）

至富山

あいの風とやま鉄道

北陸新幹線

至大門

ウィング・ウィング高岡ウィング・ウィング高岡

高岡武道館●

富山県産業創造センター
高岡テクノドーム●

至
氷
見

至富山

芳野中学校

下関小学校
瑞龍寺口

志貴野中学校

万
葉
線（
路
面
電
車
）

至
伏
木

至
雨
晴
海
岸

○文

○文

高陵中学校○文

高陵小学校

大型バス2台

○文

○文

JA会館
●

高岡警察署大坪町

商工ビル●

●東洋通信
　スポーツセンター
　（高岡市民体育館）

三の丸茶屋●

●中の島

●射水神社

●瀧の白糸の碑

●

●護国神社

●高岡市立博物館

本丸広場（芸術の森）●

●動物園

●
高岡郵便局

●たかしん
高峰記念館

横田橋

御旅屋
セリオ
●

　●
ホテル
ニューオータニ高岡

●
ソラエ高岡

桐
木
町
飲
食
店
街

え
ん
じゅ
通
り

え
ん
じゅ
坂
通
り

エ
ビ
ス
通
り
飲
食
店
街

す
え
ひ
ろ
ー
ど

末
広
坂

高の
宮通
り

御旅
屋通
り

たか
まち
通り

高岡関野神社●

●

●

高岡市鋳物資料館

●

●

●

●清都酒造場主屋
　　（国登録有形文化財）

●大手町神明社拝殿
　（市指定文化財）

●五福町神明社本殿

●

● ●高山右近像
●

繁久寺●

あいの風とやま鉄道
高岡駅清水町配水塔資料館●

（国登録有形文化財） 　

土蔵造り
の町並み
【山町筋】

ＪＲ
氷
見
線

至金沢

至金沢











高岡市民病院
●

　　高岡市役所
●

●
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

至
砺
波

至
砺
波

ＪＲ
城端
線

卍

卍

駅
南
大
通
り

前 田 通 り

瑞龍寺口（南口）



無料



無料



越
中
中
川
駅

●●

千
保
川

前田利長
墓所

（国指定史跡）

WC

博労小学校
○文

川原小学校
○文

成美小学校

志貴野橋

内免橋

○文

中川

金屋

木舟町

佐野新町

イオンモール口

バス乗り場

鋳物発祥の碑

高峰公園
高峰譲吉博士銅像

室崎琴月生誕の家
筏井家住宅

佐野家住宅
（国登録有形文化財）

有礒正八幡宮
（国登録有形文化財）

無料

　●
孝子六兵衛
の碑

千本格子の
家並み
【金屋町】

国宝 瑞龍寺

●前田利長像

高岡駅前

末
広
町

片原
町

古城公園口（北口）

北口

南口

坂下
町山町ヴァレ－

志貴
野中
学校
前

広小
路

市民
病院
前

ドラえもんの散歩道●

イオンモール高岡

コインロッカー有

コインロッカー有

コインロッカー有

旧南部鋳造所
キューポラと煙突
（国登録有形文化財）

総持寺
●

高岡おとぎの森公園
　●

●

新高岡駅観光交流センター
☎：0766-30-2626
営業時間：9：00～20：00（無休）

駅南三丁目清水町

卸売市場口　

舘川町

下関町

片原町（北）

片原町

木舟町

金屋本町

縄手中町

鴨島町

中島町

大法寺

堀上町

南町

京田（南）

無料無料
大型バス

無料

高岡御車山会館
専用駐車場

金屋緑地公園

旧赤レンガの銀行

至
城
端

JR新高岡駅
新
高
岡

高岡市美術館
高岡市 藤子・F・不二雄
ふるさとギャラリー
コインロッカー有 ●

井波屋仏壇店
（国登録有形
　　  文化財）

高岡
御車山会館
高岡
御車山会館

高岡
おとぎの森
公園







卍

卍



南星中学校
○文

菅野家
（国指定重要文化財）
菅野家

（国指定重要文化財）

道の駅
万葉の里高岡五位小学校

ローソン
●

●ジョイフル
●GS

○文

　小
矢部
砺波

←J
CT

氷見
南
IC
→

能越
自動
車道

高岡IC

至小矢部

至富山

● ● ● ● ●

●

●

●

●

●

高岡駅から
歩いて20分！
高岡駅から
歩いて20分！

高岡駅から
歩いて約10分！
高岡駅から

歩いて約10分！

高岡駅から
歩いて約10分！
高岡駅から

歩いて約10分！

高岡駅から
歩いて約15分！
高岡駅から

歩いて約15分！

高岡駅から歩いて約10分！
新高岡駅から歩いて約15分！
高岡駅から歩いて約10分！
新高岡駅から歩いて約15分！

瑞龍寺から
歩いて約15分！
瑞龍寺から

歩いて約15分！

駅から ちょっと 町歩き
〜〜たかおか散策絵図〜

至 

道
の
駅

　「
万
葉
の
里
高
岡
」へ

←

至 

高
岡
イ
ン
タ
ー

至 

金
沢

←

家持くん 利長くん

新高岡駅から
歩いて約15分！
新高岡駅から
歩いて約15分！

乗り物利用
バ 　 ス

高岡駅〜新高岡駅バス　10分〜20分おき出発　〔料金〕 160円

レンタサイクル
●普通自転車

申し込み先（配車場所） 休日 電 話 市外局番
（0766）

高岡駅観光案内所 年末年始 23-6645
ウイング・ウイング高岡1F 案内カウンター 第4月曜 20-1800
高岡古城公園内：三の丸茶屋 月 曜 20-1563
高岡市営御旅屋駐車場 無 休 28-7716
山町ヴァレーコンシェルジュカウンター
　配車場所：山町筋防災施設 無 休 75-9614

新高岡駅観光交流センター 無 休 30-2626
利用時間 10：00〜16：00　　冬期間休業（12月〜3月）

問 末広開発㈱ まちづくり事業部　tel.20-0555

●電動自転車（COGICOGI 高岡）� 詳細はこちら　　　

300円

ちょっと寄ってみませんか

交通案内 （市外局番 0766）

鉄道
 ＪＲ西日本お客様センター
 ☎0570-00-2486
 あいの風とやま鉄道 高岡駅 ☎22-1720
バス
 加越能バス㈱バス案内 ☎22-4888
万葉線（路面電車・ドラえもんトラム）
 万葉線㈱ ☎25-4139
タクシー
 高岡交通 ☎23-1212
 新和タクシー ☎27-0500

高岡市の観光案内所（市外局番 0766）

高岡市観光協会 ☎20-1547
高岡駅観光案内所 ☎23-6645
新高岡駅観光交流センター ☎30-2626
伏木観光推進センター ☎44-1199
JR 雨晴駅観光案内所 ☎44-0659
福岡町観光協会 ☎64-1227

観光ガイド
地元の観光ボランティアガイドをご紹介
します。2週間前までに高岡市観光協会
にお申込みください。
※ガイド1人につき 1時間まで1,000円
　それを超える場合は 1時間毎に1,000円追加

観光のお問い合わせ
高岡市観光協会

☎ 0766-20-1547
℻ 0766-20-1497

  営業時間：9：00〜17：45
  定休日：日・祝
たかおか道しるべ 
http://www.takaoka.or.jp

観光の
お問い合わせ

公益社団法人 高岡市観光協会　☎0766-20-1547　FAX0766-20-1497　休日：日祝・年末年始
◆「たかおか道しるべ」　http://www.takaoka.or.jp/

2023.7  30,000 Ⓐ

場　所 名　　　称 内　　　　容 地図 電話市外局番
（0766）

千本格子の家並み

〔金屋町〕

 鐵
てつ

瓶
びん

屋
や

鉄瓶、茶の湯釜の販売、修理 A‐2 25− 7305
 たたら庵 喜

き

泉
せん

美術銅器展示、販売 A‐2 23− 1623
 創業慶応三年 大寺幸八郎商店 クラフト商品、金属工芸ギャラリー A‐3 25− 1911
 利

り

三
さぶ

郎
ろう

創作おみやげ、鋳物製造工場見学 A‐2 24− 0852
 お食事処 ゆづら 食事 A‐2 24− 0852
 l

ラティスワーク

atticework b
ブリューイング

rewing クラフトビール、軽食 B‐4 75 − 9089
 茶寮 和

にこか

香 食事 A‐2 75− 8529
 旬菜 和

わこう

輝 食事 A‐2 75− 0780
 KANAYA 錫加工体験、販売 A‐3 070-5630-9206

土蔵造りの町並み

〔山町筋〕

 あんしんごはん 惣菜、食事 B‐3 28 − 0082
 中村漆器店 漆器、記念品、民芸品 B‐3 22 − 4925
 大野屋高岡木舟町本店 和洋菓子 C‐3 25− 0215
 COMMA, COFFEE STAND コーヒースタンド C‐2 070-5465-0993
 漆器くにもと 漆器、製造、販売、オンラインショップ C‐2 21− 0263
 山

やま

町
ちょう

茶
ぢゃ

屋
や

喫茶 C‐3 25− 1117
 志

し

甫
ほ

商店 雑貨 C‐3 22− 0033
 高岡御車山会館 曳山展示、ギャラリー B-3 30− 2497
 山町ヴァレー 　 食事、ギャラリー、おみやげ、手荷物預り C-2 75 − 9614
 氏家漆器㈱ 漆器、製造、販売、オンラインショップ B-3 24− 2659
 ㈱柴田漆器店 漆器、製造、販売、修理、オンラインショップ D-1 21 − 2102

高岡古城公園
 三の丸茶屋 　 休憩、おみやげ、御城印 E‐2 20 − 1563
 古城亭 イタリアンレストラン E‐2 28 − 6685

高岡大仏

 木屋本店 市の蔵 地酒、おみやげ、ギャラリー D-3 25 − 0077
 たかおか大仏茶屋 観光情報、お土産、喫茶 D-3 54 − 6678
 木田芳香園 日本茶、抹茶、アイス、和菓子 Ｄ-3 24 − 0120
 雅

が

覧
らん

堂
どう

銅器・漆器 販売、オンラインショップ Ｄ-3 22 − 3623
 amida coffee 喫茶 Ｄ-3 75 − 8377

高岡駅
 クルン高岡商店街・高岡地下街 菓子、ます寿司、かまぼこ、地酒、食事 等 D‐4 22− 6767
 高岡駅観光案内所 　 観光案内、絵はがき等の販売 D‐4 23− 6645

瑞龍寺

八丁道

 まちの駅たかおか 龍の門 喫茶、おみやげ、ギャラリー、レストラン C‐5 25− 3656
 やすらぎ庵 レストラン・和カフェ C‐5 0120− 030410
 紀乃井 おみやげ、味噌ソフトクリーム（バニラ） C‐5 21− 2510

前田利長公墓所近く  海
かい

鮮
せん

問
どん

屋
や

 柿
かき

の匠
しょう

海鮮料理、蔵レストラン　（団体用和室） E‐5 28 − 0003

御旅屋通り
 芸文ギャラリー クラフト商品、ギャラリー C-3 25 − 6078
 高岡地域地場産業センター（Z

ジーバ

IBA） 特産品展示・販売、体験 C-3 25 − 8283
国道8号線 高岡インター直近  道の駅「万葉の里 高岡」 特産品、おみやげ、観光情報、レストラン 30 − 0011

天野漆器㈱ 漆器、製造、販売、オンラインショップ 23 − 2151
雨晴海岸 道の駅 雨晴 喫茶、おみやげ、観光情報 53 − 5661



加
賀
藩
ゆ
か
り
の
地


岡
の
見
ど
こ
ろ

歩
い
て

　
行
け
る
！

歩
い
て

　
行
け
る
！

日本三大仏  高岡大仏

千本格子の家並み　金屋町

高
岡
を
開
い
た

加
賀
前
田
家
二
代
当
主
前
田
利
長

　

織
田
信
長
に
仕
え
加
賀
百
万
石
の
礎
を

築
い
た
初
代
当
主
前
田
利
家
。そ
の
利
家

と
妻
ま
つ
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
長
男

が
、二
代
当
主
前
田
利
長
。利
長
は
早
く
か

ら
父
に
従
っ
て
戦
場
を
駆
け
巡
り
、主
君

信
長
か
ら
も
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
た
逸

材
で
あ
っ
た
。

　

二
十
歳
の
時
、利
長
は
主
君
信
長
の
四

女
永
姫
を
妻
に
迎
え
、そ
の
四
年
後
に
越

中
三
郡
の
領
主
と
し
て
今
の
高
岡
の
守
山

城
に
移
る
。こ
れ
が
利
長
と
高
岡
と
の
深

い
縁
の
始
ま
り
と
な
る
。

　

１
５
９
８
年
、利
長
は
父
利
家
か
ら
家

督
を
譲
ら
れ
、加
賀
前
田
家
二
代
当
主
と

な
る
。し
か
し
、秀
吉
、利
家
が
相
次
い
で

亡
く
な
る
と
、豊
臣
方
と
徳
川
方
が
対
立
。

利
長
は
、前
田
家
の
存
続
を
図
る
た
め
、母

ま
つ
を
人
質
と
し
て
江
戸
に
お
く
る
な
ど
、

徳
川
氏
と
の
関
係
維
持
に
努
め
た
。

　

１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
あ
と
、

加
賀
、越
中
、能
登
の
三
国
を
領
有
す
る
大

大
名
と
し
て
遇
さ
れ
た
。

利
長
の
高
岡
築
城

　

１
６
０
５
年
利
長
は
、家
康
が
秀
忠
に

将
軍
職
を
譲
っ
た
の
に
倣
い
、将
軍
秀
忠

の
娘
を
正
室
に
迎
え
た
異
母
弟
利
常
に
家

督
を
譲
っ
て
、富
山
城
に
隠
居
す
る
。し
か

し
、そ
の
富
山
城
が
四
年
後
の
１
６
０
９

年
春
に
焼
失
。そ
こ
で
利
長
は
、か
つ
て
居

城
し
た
守
山
城
か
ら
ほ
ど
近
い
関
野
の
地

で
新
た
に
築
城
し
、同
年
九
月
に
入
城
す

る
。こ
の
と
き
、中
国
の『
詩
経
』の「
鳳
凰

鳴
け
り
、か
の
高
き
岡
に
」と
い
う
一
節
に

因
ん
で
こ
の
地
は「
高
岡
」と
命
名
さ
れ
、

こ
こ
に
高
岡
の
ま
ち
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、五
年
後
の
１
６
１
４
年
、利
長

が
高
岡
城
で
死
去
。翌
年
、幕
府
が
発
し
た

一
国
一
城
令
に
よ
り
高
岡
城
は
廃
城
の
運

命
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。

兄
思
い
の
三
代
利
常
は

高
岡
の
育
て
の
親

　

若
く
し
て
加
賀
藩
百
二
十
万
石
を
譲
ら

れ
た
異
母
弟
の
三
代
当
主
利
常
は
、兄
利

長
に
深
く
恩
を
感
じ
、高
岡
の
地
に
利
長

の
墓
と
菩
提
を
弔
う
瑞
龍
寺
の
建
立
を
命

じ
た
。廃
城
に
よ
り
廃
れ
か
け
て
い
た
城

下
町
の
復
興
に
力
を
注
ぎ
、こ
こ
に
高
岡

は
商
工
業
都
市
と
し
て
見
事
に
よ
み
が
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

加
賀
藩
の
威
信
を
か
け
て
建
立
さ
れ
た

一
大
城
郭
の
風
格
を
持
つ
瑞
龍
寺
は
、廃

城
と
な
っ
た
城
に
代
わ
る
高
岡
の
町
民
の

心
の
支
え
と
な
り
、以
来
瑞
龍
寺
は
高
岡

の
町
の
発
展
を
見
守
り
続
け
て
き
た
。

　

兄
利
長
へ
の
報
恩
の
心
に
よ
っ
て
高
岡

に
深
い
歴
史
の
彩
り
を
与
え
た
三
代
当
主

利
常
。高
岡
に
と
っ
て
利
長
は
産
み
の
親
、

利
常
は
育
て
の
親
と
い
え
よ
う
。高
岡
は

そ
の
後
金
沢
に
次
ぐ
加
賀
藩
第
二
の
都
市

と
し
て
栄
え
る
。

高た
か

岡お
か

古こ

城じ
ょ
う

公こ
う

園え
ん

�

（
国
指
定
史
跡
・
高
岡
城
跡
）

　

市
街
地
の
中
心
部
に
広
が
る
桜
の
名
所

古
城
公
園
は
、今
か
ら
四
百
年
前
に
加
賀

前
田
家
二
代
当
主
前
田
利
長
が
築
い
た
高

岡
城
の
跡
で
す
。約
二
十
一
万
㎡︵
東
京

ド
ー
ム
約
四
・
五
倍
︶の
面
積
を
有
し
、全

体
の
三
分
の
一
が
水
濠
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

城
の
建
造
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

堀
や
石
垣
は
築
城
当
時
の
ま
ま
で
す
。築

城
時
の
堀
が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
高

岡
城
跡
は
、江
戸
城︵
今
の
皇
居
︶、弘
前
城

︵
青
森
県
︶に
並
ぶ
貴
重
な
存
在
で
す
。

　

園
内
に
は
前
田
利
長
や
高
山
右
近
の
銅

像
が
建
っ
て
い
ま
す
。

︻
観　

覧
︼ 

無
料

高
岡
御み

く
る
ま
や
ま

車
山
会
館

 （
国
指
定
重
要
有
形・無
形
民
俗
文
化
財
展
示
施
設
）

 

（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
）

　

全
国
で
5
つ
し
か
な
い
国
の
重
要
有

形
・
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る﹁
御
車
山
﹂

を
通
年
展
示
す
る
施
設
で
す
。

　

山
車
に
凝
縮
さ
れ
た﹁
も
の
づ
く
り
の

ま
ち
高
岡
﹂の
工
芸
技
術
や
御
車
山
を
守

り
伝
え
て
き
た
町
人
文
化
の
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
会
館
の
メ
イ
ン
展
示
と
し
て

吹
き
抜
け
の
大
空
間
に
通
常
は
年
に
1
回

だ
け
祭
の
際
に
曳
き
回
さ
れ
る﹁
御
車
山
﹂

１
基
を
4
ヶ
月
交
替
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
迫
力
と
漆
工
、金
工
、染
織
の
息

を
の
む
美
し
さ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◆ 

高
岡
御
車
山
会
館

 
☎
0
7
6
6
㉚
2
4
9
7

︻
休
館
日
︼  
毎
週
火
曜
日︵
火
曜
日
が
祝
日

の
場
合
翌
平
日
︶　

年
末
年
始

 

利
用
時
間　

9
時
~
17
時

 

　
　
　
︵
入
館
は
16
時
半
ま
で
︶

 

　
　
　
︵
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
有
︶

︻
観
覧
料
︼ 

大
人︵
高
校
生
以
上
︶4
5
0
円

 

中
学
生
以
下　

無
料

国こ
く

宝ほ
う�

勝し
ょ
う

興こ
う

寺じ

　

勝
興
寺
は
、約
3
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
大
な
境
内
が
広
が
り
、真
宗
大
寺
院
と
し

て
布
教
拠
点
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
働
き

を
な
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、越
中
国
庁
跡

と
伝
承
さ
れ
、そ
の
形
状
は
周
囲
に
土
塁
と

空
濠
を
巡
ら
し
た
特
異
な
も
の
で
、境
内
に

は
万
葉
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。創
建

以
来
の
保
存
修

理
と
し
て
、約

23
年
の
時
を
経

て
2
0
2
0
年

︵
令
和
2
年
︶

﹁
平
成
の
大
修

理
﹂が
完
了
し
、

12
棟
の
重
要
文

化
財
が
蘇
り

ま
し
た
。そ
し

て
、2
0
2
2

年︵
令
和
4
年
︶

﹁
本
堂
﹂﹁
大
広

間
及
び
式
台
﹂

が
国
宝
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

勝
興
寺 

☎
0
7
6
6
㊹
0
0
3
7︵
無
休
︶

︻
観
覧
料
︼  

大
人 

5
0
0
円　

中
・
高
生

2
0
0
円　

小
人 

1
0
0
円

　

拝
観
時
間　

9
時
~
16
時
半

 

　
　
︵
12
月
~
2
月
は
16 
時
︶

高た
か

岡お
か

大だ
い

仏ぶ
つ

（
高
岡
市
指
定
文
化
財
）

　

高
岡
は
、梵
鐘
、銅
像
、花
器
、茶
器
、美

術
作
品
な
ど
様
々
な
銅
器
製
品
の
産
地
で

あ
り
、国
内
シ
ェ
ア
が
九
十
％
を
越
え
る

日
本
一
の
銅
器
の
ま
ち
で
す
。

　

奈
良
、鎌
倉
と
並
ん
で
日
本
三
大
仏
に

数
え
ら
れ
て
い
る
高
岡
大
仏
は
、伝
統
あ

る
高
岡
の
鋳
物
技
術
の
粋
を
集
め
、三
十

年
の
歳
月
を
か
け
て
1
9
3
3
年︵
昭
和

８
年
︶に
青
銅
大
仏
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。そ
の
出
来
栄
え
は
素
晴
ら
し
く
、顔
立

ち
の
い
い
こ
と
で
は
日
本
一
の
イ
ケ
メ
ン

大
仏
様
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
高
十
五
・
八
五
ｍ
、重
量
六
十
五
ト

ン
。す
べ
て
地
元
の
手
に
よ
る
大
仏
は
、銅

器
日
本
一
の
ま
ち
高
岡
の
象
徴
で
あ
り
、

夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

大
仏
寺 

☎
０
７
６
６
㉓
9
1
5
6︵
無
休
︶

︻
観　

覧
︼志
納

土ど

蔵ぞ
う

造づ
く

り
の
町ま

ち

並な

み�

山や
ま

町ち
ょ
う

筋す
じ

 

（
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

　

町
の
中
心
部
に
、明
治
後
期
の
大
火
後
に

建
て
ら
れ
た
土
蔵
造
り
の
旧
家
が
建
ち
並

ん
で
い
ま
す
。明
治
期
の
優
れ
た
防
火
建
築

が
今
に
そ
の
姿
を
残
し
、洋
風
建
築
と
共
に
、

そ
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

高
岡
最
大
の
祭
り﹁
高
岡
御
車
山
祭
﹂が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
界
隈
は
、通
称﹁
山

町
筋
﹂と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
野
家
住
宅︵
国
指
定
重
要
文
化
財
︶が

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

♪
ぎ
ん
ぎ
ん
ぎ
ら
ぎ
ら
夕
日
が
沈
む
♪

で
お
馴
染
み
の
童
謡
、﹁
夕
日
﹂の
作
曲
家

室
崎
琴
月
生
誕
の
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
の
雰
囲
気
残
る
旧
赤
レ
ン
ガ
の
銀

行
は
、当
時
、清
水
組
の
技
師
長
で
あ
っ
た

田
辺
淳
吉
の
設
計
で
1
9
1
4
年︵
大
正

3
年
︶に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
発
明
で
有
名
な

高
峰
譲
吉
博
士
生
誕
の
地︵
現
在
高
峰
公

園
︶に
は
博
士
の
銅
像
と
た
か
し
ん
高
峰

記
念
館
が
あ
り
、博
士
の
功
績
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆ 

菅
野
家
住
宅 

☎
０
７
６
６
㉒
3
0
7
8

　

利
用
時
間　

9
時
半
~
16
時

　
︵
12
月
28
日
~
2
月
末
、8
月
13
~
17
日
は
休
館
︶

︻
休
館
日
︼  

毎
週
火
曜
日︵
火
曜
日
が
祝
日

の
場
合
翌
平
日
︶　

年
末
年
始

加賀前田家二代当主  前田利長公
 （高岡市立博物館蔵〈複製〉）

壮大な大伽藍　国宝瑞龍寺

土蔵造りの家 ･ 菅野家
（重要文化財）

高
たか

岡
おか

御
み

車
くるま

山
やま

祭
まつり

（毎年５月１日）
〈国指定重要有形無形民俗文化財〉
〈ユネスコ無形文化遺産〉

　太閤秀吉から利家が拝
領した山車を、利長が町民
に与えたことに始まった祭
りは、四百年にわたって受
け継がれています。
　毎年５月１日、高岡の伝
統工芸の粋を結集した絢
爛豪華な山車七基が町中
を巡行します。前夜の山車
のライトアップ展示もして
います。

高岡古城公園 
日本の100名城、日本の都市公園100選
日本の歴史公園100選、さくら名所100選
日本遺産

国こ
く

宝ほ
う�

瑞ず
い

龍り
ゅ
う

寺じ

　

瑞
龍
寺
は
、高
岡
の
町
を
開
い
た
加
賀

前
田
家
二
代
当
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
で

す
。三
代
当
主
利
常
は
兄
利
長
へ
の
深
い
恩

か
ら
、寺
は
加
賀
百
二
十
万
石
の
威
信
を
か

け
た
一
大
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、藩
の

名
匠
山
上
善
右
衛
門
に
よ
っ
て
約
二
十
年

の
歳
月
を
か
け
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
立
以
来
三
百
五
十
年
を
経
た
曹
洞
宗

寺
院
瑞
龍
寺
は
、日
本
で
唯
一
、七
堂
伽
藍

と
呼
ば
れ
る
江
戸
初
期
の
典
型
的
な
禅
宗

の
寺
院
様
式
を
今
に
残
し
て
い
る
建
築
物

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、1
9
9
7
年︵
平

成
９
年
︶国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

伽
藍
は
、総
門
、山
門
、仏
殿
、法
堂
が
一

直
線
上
に
配
さ
れ
、法
堂
か
ら
仏
殿
を
取

り
囲
む
よ
う
に
山
門
ま
で
回
廊
が
め
ぐ
っ

て
、荘
厳
に
し
て
格
調
高
い
空
間
を
作
っ

て
い
ま
す
。特
に
、最
高
傑
作
の
誉
れ
高
い

仏
殿
で
は
、四
十
七
ト
ン
に
も
及
ぶ
鉛
瓦

葺
き
の
重
い
屋
根
を
支
え
る
美
し
い
木
組

み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う

な
鉛
瓦
葺
き
は
珍
し
く
、わ
ず
か
に
、金
沢

城
の
石
川
門
と
瑞
龍
寺
だ
け
に
現
存
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、境
内
に
あ
る
主
君
信
長
な
ど
の

分
骨
を
収
め
た
石
廟
も
必
見
で
す
。

◆ 

瑞
龍
寺 

☎
０
７
６
６
㉕
４
４
７
９︵
無
休
︶

︻
観
覧
料
︼

　

大
人 

５
０
０
円　

中
・
高
生 

２
０
０
円

　

小
人 

１
０
０
円

　

拝
観
時
間　

9
時
~
16
時
半

　
　
　
　
　
︵
12 
月
10 
日
~
1
月
は
16 
時
︶

千
本
格
子
の
家
並
み�

金か
な

屋や

町ま
ち

 

（
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

　

金
屋
町
は
今
日
の
高
岡
の
地
場
産
業
の

基
礎
を
築
い
た
高
岡
鋳
物
発
祥
の
地
で
す
。

　

四
百
年
の
伝
統
が
息
づ
く
金
屋
町
は
、今

も
昔
の
面
影
を
残
す
趣
の
あ
る
千
本
格
子

の
家
が
軒
を
並
べ
て
お
り
、石
畳
の
道
と

マ
ッ
チ
し
て
美
し
い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

ま
す
。平
成
24
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

風
情
の
あ
る
通
り
は
、よ
く
映
画
や

テ
レ
ビ
の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

高
岡
市
鋳
物
資
料
館

 

☎
０
７
６
６
㉘
6
0
8
8

︻
休
館
日
︼

　

 

毎
週
火
曜
日︵
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合

翌
平
日
︶　

年
末
年
始

　

利
用
時
間　

9
時
~
16
時
半

︻
観
覧
料
︼

　

大
人 

3
0
0
円　

小
・
中
学
生 

無
料

　高岡は、万葉集の編者とされる大伴家持
が、奈良時代に越中国守として赴任し、数々
の秀歌を残した万葉ゆかりの地です。
　加賀前田家２代当主前田利長が高岡城
築城以来、国宝や重要文化財、情緒ある町並
みなど歴史的遺産が数多く残されています。
　海越しに雄大な3,000m級の立山連
峰を望む雨晴海岸は、高岡が世界に誇る
絶景です。（世界で最も美しい湾クラブ加盟、奥の
ほそ道風景地）
　大型客船も寄港する国際貿易港を有す
る商工業都市です。
【見どころ】
　高岡駅周辺… 国宝瑞龍寺、高岡古城公園、高岡大仏、土蔵造りの町並み、 

千本格子の家並み
　伏木・雨晴… 国宝勝興寺、伏木北前船資料館、万葉歴史館、雨晴海岸、

武田家住宅、国泰寺、二上山万葉ライン、吉久
【　　味　　】　 ます寿司、昆布じめさしみ、昆布巻きかまぼこ、たけのこ料理、和菓子
【特　　産】　 高岡銅器、高岡漆器、高岡仏壇、竹笛、菅笠

富
と

山
や ま

県
け ん

高
た か

岡
お か

市
し

　　（人口約17万人）

城端

富山きときと空港

のと里山空港

富山高岡砺波SIC
小松
空港

新湊

富山湾

能
登
半
島

七尾

砺波
小矢部・
砺波JCT 東

海
北
陸
自
動
車
道

至
五
箇
山

　 ・白
川
郷

能
越
自
動
車
道

氷見
雨晴
伏木

万
葉
線

JR氷
見
線

JR
高
山
本
線

至
高
山
市

JR城
端
線

JR七
尾
線

津幡

高岡IC

高岡北IC

氷見北IC
氷見IC

輪島

灘浦IC
七尾IC

のと鉄
道 穴水

北陸自動車道

あ

い
の
風
と
やま鉄道

北陸新幹
線


